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1.まえカf き 文 献 
し，その面を上lとしてシャーレの中央児静置し，瓦
I 緒
言
わが国の農民の農業病としての鈎虫症は，近時そ
の八分目程度比水を満たし， ジャ{レを 280 C の卿
卵器の中lζ静置する ζと10日lとして，シャーレの水
の病害作用の究明と共lζ，ヒトへの主感染経路が経
口的であるのか，又は経皮的であるのかは，その感
染予防の面から重要視され，特l乙畑地からの感染が
種々議論されているが果してt'かなる種類の作物の
畑より鈎虫の感染が実際Iζ行われるかについては詳
かでない。即ち，農村の実際の生活面l乙於ける鈎虫
感染の場についての究明は，公衆衛生上看過すべか
らざる問題であるが，本編l乙於いては，鈎虫仔虫を
ヒトの皮層より感染せしめ，知見を得たので、報告す
る。
Il 実 験 方 法
人体実験を行ったのは成年男子 (42才)で，実験
前に糞便を飽和食塩水浮隊法 2本値にて鈎虫卵陰性
を確め，且つ，瓦培養法にて鈎虫仔虫の発生を見ず，
且つ，鈎虫成虫より作製せる抗原を使用して，被実
験者の血清について沈降反応を行いしも陰性であっ
た者である。因に同人はこ'>3，4年来，検便を両三
度行いしも，常lと鈎虫卵及びその他の虫卵が陰性で
あった。実験に供した仔虫は，瓦培養法によって水
中に移行した仔虫を用いた。即ち，直径7cm，厚さ
約 1cmの素焼の瓦の一面iζ虫卵含有の糞便を塗抹
に移行した仔虫を遠沈して上清を捨て，遠沈管の底
部の仔虫を再び他の新らしい瓦に移し，シャ{レの
中央児静置，再び水を満Tこし， 更に 4昼夜280C の
瞬卵器内iζ収めた。以上の操作は仔虫の vitality
の均一化を図ったものである。かくしてシャーレ中
の水に移行した仔虫を水洗遠沈し， ζの沈澄中の仔
虫を平川 (1957)の方法lとより，毛細管ピペット内
に採取し，その仔虫数を計算した。毛細管中の仔虫
数を計算後，予め左右の手背lζ水 1滴づつを滴下し，
静かに仔虫含有液を上記の水滴中に吹き出して感染
せしめた。た Yし，毛細管中の残存仔虫の有無を顕
微鏡下に検査し，残存仔虫があれば，前記の仔虫数
より残存仔虫数を引いた数を滴下作用仔虫数とし
た。即ち，アメリカ鈎虫仔虫を毛細管ピペット中l乙
採虫し， 145隻を左手背K吹き出し，滴下し，毛細
管ピペット中の残存附着数を検査するに，ピペット
中l乙残存附着せず，依って，左手背には，アメリカ
鈎虫仔虫 145隻を滴下作用せしめた事となる。一方
ヅピニ鈎虫仔虫を毛紙管ピペット Kて 109隻を採虫
し，右手背lと吹き出し，滴下し，毛細管ピペット中
の残存附着数を検査するに 1隻残存附着していた。
依って右手背には，グピニ鈎虫仔虫 108隻を滴下作
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用せしめた事となる。作用せしめた部位が乾燥すれ 
ば仔虫侵入に影響があるので手背上の水滴が極めて 
小きくなると，それぞれに水滴を補給した。 1時間 
後作用部位をそれぞれ充分に水洗し，水洗水中の仔 
虫数を計算するに，アメリカ鈎虫仔虫数 28隻，ヅピ
ニ鈎虫仔虫数40隻を数えた。かくして，仔虫の皮膚 
侵入数は，アメリカ鈎虫仔虫は， 145隻ー 28隻=117
隻，ヅピニ鈎虫仔虫は 108隻-40隻 =68隻と推定
される。仔虫の皮膚侵入には，その時の気温の影響
も大きいと思われたので，この実験に於いては暖房
lとよって気温を 240C1(保った。 
111実験成績 
A.皮膚炎
1.まえがき
ヒトへの鈎虫感染経路に関しては，従来多くの実
験が試みられた。即ち，鈎虫の感染期仔虫を経口的
に摂取せしめた最初の実'検は， Leichtenstern (18 
86)が行った。彼は感染期仔虫を 3人に経口的Iと摂
取せしめ， これに感染せしめることに成功したo 
Grassi (1887)亦同様感染期仔虫を 2人に与えてそ
の感染に成功し， Perroncito，Pieri，Loss等もこ
れを追認し，鈎虫の経口感染につき疑う者はなかっ
た。わが国民於ける経口感染実験は，大場(1929)
が2例にヅピニ鈎虫仔虫， 4例lとアメリカ鈎虫仔虫，
2例lζ ヅピニ鈎虫仔虫とアメリカ鈎虫仔虫を混合
し，それぞれ経口的lと与えて感染に成功している。
大磯(1930)は，プラジル鈎虫仔虫を 3例民経口投
与し，感染lと成功し，上回 (1943)は， 5例Kヅピ
二鈎虫仔虫を経口投与し， 4例R!駆虫を行い， 4例
共に虫体を確認している。光井(1954)は，ヅピニ
鈎虫仔虫を 3例に経口感染せしめている。蒲(1956)
Herrnann，M. (1905)，Tenholt (1905)，Boycott 
(1905)， Bruns， Muller， Liefrnann (1905)， 
Smith，C. A. (1905)，Pieri (1905)，Alessandrini 
(1905)等が人体実験に成功し，その始め反対説を唱
えていた Leichtenstern，Pieri，Grassi等も遂
K鈎虫の経皮感染の事実なる事lζ賛意を表するよう
になった。わが国では，大場(1929)は， 1例にア
メリカ鈎虫仔虫を左右上障に， 1例Kヅピニ鈎虫仔
虫を左右上障に塗布し，発赤，黍粒大の丘疹を生じ，
丘疹は湿疹化し，自覚症状として癌痔感を記してい 
る。大磯(1930)は，プラジル鈎虫仔虫を左右上障
に3例K塗布し，実験を行い，赤色斑点，丘疹，腫
脹，浸潤を記し，自覚症状として，蟻走感，灼熱痛，
産庫，熱感を記し，河西 (1932)は，右上開花アメ
リカ鈎虫仔虫を貼布実験をし，赤色丘疹を記し，自
覚症状として震座を記している。横JlI(1933)は，
ヅピニ及びアメリカ鈎虫の感染仔虫で皮膚感染実験
を行い，潮紅，点針状の小出血点あり，初めは蟻走
感，刺痛，灼熱感，後，著しい癌時感を訴え，局所は
粟粒犬乃至麻仁大の紅斑，丘疹，小水庖疹を見ると記
している。蒲(1956)は，グピニ鈎虫仔虫 20隻を自
体前腸内側lK経皮感染実験を行い，若菜病様症状を
呈したが，皮膚炎はなかったと報告している。永井 
(1956)は，成人男子の前陣及び上障に，アメリカ鈎
虫仔虫及びヅピ、ニ鈎虫仔虫を滴下し，直後粟粒大乃 
至半米粒大の紅色膨疹を生じ，時比紅軍を鶴らし，
紅壇は後，融合して爪甲大となる。 1日後紅斑消失，
膨疹吸収して/ト紅斑点となり，時lζ暗紫赤色の軍輪
を伴う。以降漸次，消退し， 7--11日後lこ至って健
常皮膚に復したと記し，自覚症状として癌療を記し
ている。吉田(1957)は， 4例にヅピニ鈎虫仔虫を
経皮感染せしめ，カプレを生じている。更に吉田
は，自体にヅピニ鈎虫仔虫を経口摂取し，若菜病を(1958)は，ヅピニ鈎虫仔虫を 4例の前障に経皮感染
自験している。吉田(1957)は， 5例にヅピニ鈎虫 せしめ， 3例にカプレを生じている。経口，経皮感
仔虫を経口的に感染せしめ，更に，吉田(1958)は， 染を同ーに，同時に行った例は，富士田 (1954)が 
5例にヅピニ鈎虫仔虫の経口感染に成功している。実験している。即ち， 20才の男子 (A)にヅピニ鈎
次1(，経皮感染K関しては， Loss (1898)が始め
て鈎虫の感染経路lζ経皮感染のあることを公lζし，
皮膚炎についても記載している。即ち，彼は自体lζ
ついて実験し，左手背の指聞に発赤，潮紅を認め，
次lζLoss (1902)は， 26才の男子の上腕部の実験
で，翌日局部に会l生浮腫を認め， 3日自には，肩脚
昔日にまで波及したが， 1週間後に消退したと L寸。
そして自覚症状は灼かる〉ような産量産感，有痛性麿
俸を記載している。 Claude A. Srr.ith (1904)， 
虫仔虫 200隻を，前障に作用せしめ，同時にヅピニ
鈎虫仔虫 200隻を経口服用せしめ，他の 21才の男
子 (B)にアメリカ鈎虫仔虫 200隻を左前縛lζ作用
せしめ，若菜病を呈じているが，皮膚炎の記載はな
い。以上は，経口，経膚感染の人体実験の報告例及
び，皮膚炎の概観であるが，第 2編に於て肥ガセの
実態を観察する前提として，ヅピニ鈎虫，アメリカ
鈎虫両種仔虫を用い，経皮的lと人体感染実験を行い，
それによって生ず、る皮膚炎の症状並びに全身症状に
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ついて観察した。 
2. 観察方法 

的 アメリカ鈎虫仔虫による実験

暖房によって気温を 240C1(保ち，前記せる如く
平 JI (1957)の方法lとより正確に計算したアメリカ
鈎虫仔虫 145隻を含む仔虫液を左側健常なる手背部
に滴下し，毛細管ピペット中の仔虫附着の有無を検
するに残存仔虫を認めなかった。従って作用せしめ 
た仔虫数は 145隻である。かくして 1時間後，滴下 
部を充分に水洗し，仔虫を含む水洗水を集めて約
3000回転 10分間遠心沈搬し，上清を捨て h 沈澄  
中の仔虫を鏡検計算するに 28隻であった。依って
皮膚侵入し得たと思われる仔虫数は， 117隻と推定
される。観察は作用直後より始め，局所の皮膚愛化
を肉眼的に観察し，皮膚炎の症状，局所の自覚症状
及び，全身症状を観察した。 
b) グピニ鈎虫仔虫による実験
暖房により気温 240C1<:保ち，平川 (1957)の方
法lとより，ヅピニ鈎虫仔虫を正確に 109隻を採虫し
この仔虫を含む液を，右側健常なる手背I，毛細管r.
ピペットより吸き出して滴下した。毛細管ピペット
中の仔虫附着の有無を検査するに 1隻認めた。従っ
て作用せしめた仔虫数は 108隻である。かくして 1
時間後1<:，滴下部を充分に水洗し， a) Iζ於ける実
験と同様仔虫を検査するに 40隻であった。従って
皮膚侵入し得たと思われる仔虫数は 68隻と推定さ
れる。観察は a)の場合と同様である。
3. 成 績
a) アメリカ鈎虫仔虫による実験成績
表 11乙見る知く，滴下作用後 17分して，滴下部  
l乙不快感，蟻走感，針で刺されるような有痛性癌産
を覚え， 20分後，産庫は更に増強し，掻事Kしたい気
持に襲われる。 1時間後，該部位は， 6x5mmの
円形紅斑を生じ，紅斑中lζ数ケの赤色の粟粒大乃至
帽針頭大の丘疹を認め， ζの丘疹の部位が特Iと癌犀
が劇甚である。 1時間 25分後，産犀は柏軽快し，
紅斑も精槌色した。 10時間後癌俸は軽度であるが依
然としてあり，紅斑も 6x5mmの淡紅色を呈して
いる。第 2日自には，依然として癌庫あり，漸次産
俸のため，該部を掻抗したくなる。紅斑は 6x5mm
表 1 アメりカ鈎虫仔虫による皮膚の愛化
部位・・・・・・左手背， 感染仔虫数・…・・ 145隻
感染前
後 17 分
後 20 分
1 時間
1時間25分
10 時間
2 日 目
自 覚 症 状
な し
不快感，蟻走感，有痛性癌庫
癌庫増強，丘疹部特lと癌座劇甚 
同 上 
癌座棺軽i快 
癌庫軽度 
癌左と熱俸手管の感部たあめり局面所』 ζ重を在擾庫弧を感したじ感〈染在部る位忙触れる 
3 日 目!向上，夜間床の中で慨は特lζ劇甚 
4 日 目
5 日 目
6 日 目
7 日 目
8 日 目
9 --14日
15日
16 --21日
22日
23 --29日
36日
握左手す背る全と体左手lと執育威全加伊と鈍脹感痛，を有感痛ずJ 緊癌:庫，性る
前日より梢軽快 
癌庫軽減 
同 上 
産を庫覚はなくなったが局部が温暖になると癌犀
える 
同 上 
癌湾全く消失 
な し 
な し 
な し 
な し
肉 眼 的 愛 化 
なし
なし
なし
6x5mm円形紅斑，紅斑中は数ケの赤色
の粟粒大乃至帽針頭大の丘疹あり
紅斑積極色
紅斑  6x5mm淡紅色
紅斑瀬漫性lζ増大し， 13x14mmの爪甲大
の不正円形となる
向上
紅斑の大いき 25x30mmの不E円形とな
る 紅斑中に十数ケの粟粒大の丘疹あり
向上
紅斑槌色，丘疹あり
向上
向上
向上
丘疹のみ残存す
向上
丘疹は粟粒大，淡紅色の斑点化す
向上
なし
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の大いきの淡紅色で，i'iWf次調漫性比増大し， 13x14 
mmの爪甲大の不正円形となる。 24時間後，左手
背部一面lζ癌俸を感ず‘るに至る。左手背の感染部位
に触れると熱感あり。第 3日目の朝，全身症状とし
て，不快感，寒気を覚えたが，体温は 36.20Cであつ
た。 2~3 時間で，寒気，不快感は消失した。癌俸は
依然としてあり，紅斑は，淡紅色で，大いきは爪甲
大で前日と斐化はなかった。夜臥床し，温暖lとなっ
てくると左手背部の底俸は，特lζ劇烈となる。第 4
日目には，左手背部全体Jζ熱感，腫脹lず有痛性産
産を覚え，緊握すると，左手背全体に鈍痛を感じる。
爪甲大であった紅斑は，更に増大し， 25x30mmの
不正円形となり，最大の紅斑となった。紅斑中 K，
十数箇の粟粒大の丘疹を生ずる。感染実験後 4日間
の中，第 4日目の肉眼的安化，及び自覚症状が最も
劇しかった。なお，丘疹の部位が明らかに指摘し得.
る程， ζの部[立が特に癌障が劇甚であった。夜間床
の中で暖まると癌J犀は増強し，為K臨眼中に無意識
の中iζ掻抗して了う。第 5日目は，皮膚炎の症状，
癌摩は更K軽減し，紅斑も更に槌色する。紅斑中の
丘疹は依然存在する。第 7日自民は，癌産は更に前 
日よりも軽微になり，紅斑は消退し，丘疹のみ依然
として残存する。第 8日目は，癌犀は感じないが，
局部が温暖になると癌、庫感を覚える。第 9日目より
第 14日目までは， 8日目の症状と同じであった。第 
15日目lζは，癌犀も消失し，丘疹が依然として残存
するのみである。第 22日自には，丘疹も消退し，
粟粒大，淡紅色の斑点が残存したが，第 30日自に
は，淡紅色の斑点も消退し，肉眼的には全く正常の
皮膚lζ復した。 
b) ヅピニ鈎虫仔虫による実験成績
作用後 1時間経過するも，何等皮膚lと於ける自他
覚症状を惹起せず。 24時間経過するも，局部に異常
を認めない。以後の観察にも，全く何等の~化も見
なかった。 
B 排卵状況
1.まえがき
従来の人体実験で，感染の機会より，虫卵の排出
迄の時期は， 1.088 (1902)の皮膚感染実験では，毎
週 1~2 回検便したが，実験後 53， 54日自民虫卵を
糞便内に証明し， Pieri (1902)は，自身の手背広仔
虫水を滴らし， 71日日比糞便中に虫卵を出現し，
Austrege ssi10 & De-Menezes (1903---1904)は
アメリカ鈎虫仔虫を左前障に貼せし実験では， 67日
自に同虫卵を糞便内に検出し， Claude A. Smith 
(1904)は，アメ・リカ鈎虫仔虫を手背lζ貼したが， 53 
日自に糞便内氏卵子を証明した。 Hermann (1905) 
は，自身の前鴎に虫仔を塗布して，糞便中lζ虫卵の
出現したのは， 74日目であった。 Tenholt(1905) 
は，前障に仔虫を塗布して，便中に虫卵を発見した
のは， 47日目であった。 Bruns， Muller (1905) 
は，ヅピニ鈎虫仔虫で 2名I乙皮膚感染実験し， 46日
及び 53日目lζ虫卵を証明している。木邦l乙於いて
は，南崎(1928)は，第 1聞の実験では， 58日，第 
2回目の皮膚感染実験では， 50日で虫卵を証明し，
大場 (1929)の実験では，可なり多数のアメリカ鈎
虫仔虫が，皮膚侵入したと認められたが，虫卵発見
出来ず，培養でも，仔虫の発生を見なかったと報告
し，大磯(1930)のプラジル鈎虫仔虫で、の皮膚感染
実験では j感染後 26日，遅きは 34日で虫卵を発見
している。横川(1933)は，ヅピニ鈎虫仔虫及びア
メリカ鈎虫仔虫各 10隻宛を左上関部より感染せし
め， 6 週間後より 3~4 日目毎に検便し， 62日目に
両者の卵子を検出している。吉田 (1957)は，ヅピ
ニ鈎虫仔虫の経膚感染実験では，皮膚炎を生じたが，
4例中 4例共虫卵の排出を見ず，更に吉田(1958)
は，ヅピニ鈎虫仔虫を前醇lと経皮侵入せしめ，その
後 158---187日間KSり，頻回の検使にも拘わらず，
全例共虫卵は陽転せずといっている。私は実験的皮
膚炎を惹起せしめた後，成虫寄生を確認するため，
検便，培養はより検査し，排卵状況を調査した。 
2. 検査方法 

的検便方法 

実験後第 56日日(昭和 33年 1月 16日〉より，毎
週 1回検便を実施した。検便方法は，小指頭大の糞
便を各々小試験管 2本 l乙採り，飽和食塩水(比重 
1208~1210) を加えながら，糞塊を制挫，撹持じて
泥状とし更に同液を加えて，小試験管を満Tこし，約 
30分間静置して虫卵を浮激させる。次氏よく乾いた
小カパーグラス l乙て採取鏡検した。 
b) 瓦培養法
実験後第 56日目(昭和 33年 1月 16日〉より，毎
週 1回瓦培養法を実施した。瓦培養法は，直径 7cm，
厚さ約 1cmの素焼の瓦 2枚に糞便を各々塗抹し，
その面を上lとしてシヤ{レの中央に静置し，これに
瓦の表面より僅かに低くなるまで水を満たし，時々
シャーレ中の水の有無に注意し，叉塗抹した糞便が 
乾燥しないよう観察し，シヤ{レを 280Cの癖卵器
の中氏静置すること 14日，その問時々水を補充す
る。培養 14日目でメジウムを水洗遠沈し，沈潰を
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カバーグラスlζ採り鏡検し，仔虫発生の有無を検査
した。 
3.成農 
a) 検便飽和食塩水浮世手法2本値の場合
検便成績は，表2の示す如く，第 56日目，第60
日目の便は陰性であったが，以後，実験後第 149日
目(昭和 33年 4月19日〉まで毎週 1回浮、説法を実
施し，常iζ虫卵を認めた。 
b) 瓦培養 2枚値の場合
表 21乙示す如く，第 56日の尿は，培養法で仔虫
の発生を見なかったが，第 60日目の尿を培養した
結果は，アメリカ鈎虫仔虫 3隻を発見したが，グピ
ニ鈎虫仔虫は見られなかった。以後，実験後第 149
日目(昭和 33年 4月 19日〉まで毎週 1回瓦培養;去
を実施したが，アメ Yカ鈎虫のみの発生を見，ヅピ
ニ鈎虫の発生は遂に見られなかった。
表 2 人体実験後lと於ける排卵状況
瓦培養
月 日 水飽和浮食活字塩法アメリ虫カIヅビニ
鈎虫仔 鈎虫仔虫
目リ験実 一 
15/1 (実験後第56日〉 一 
19/1 ( H 60日〉 十一
雑 圭士 第 35巻日也、
(1958)は4例にヅピニ鈎虫仔虫を経皮感染実験を
会
実施し， 隻(合 隻，♀ 隻)の成虫を排虫し31 13 18
たが， 回の駆虫を実施したが，依然虫卵陽性で，4
♀ 隻残存しているであろうという。大磯(11 930)
は，プラジノ 鈎虫仔虫の経膚感染実験後駆虫を実施L
し，第 例は 隻の仔虫を感染せしめ，その中2 500 34
隻(合 隻，♀ 隻〉を排虫，寄生率 ，合:10 24 6.8%
♀ ，第 例は 隻の仔虫を 回 亘り感染1 : 2 5 500 3 K
せしめ， 隻(合 隻，♀ 隻)を排虫，寄生率24 186
，合:♀ ，第 例は 隻の仔虫を 回4.8% 2:5 7 600 3
亘り感染せしめ， 隻(合 隻，♀ 隻〉を排55 30 25lζ
虫，寄生率 ，合:♀ であった。吉田9.16% 6:5
し， 例に皮膚炎を生じたが，その後 日3 158--187
間に亘る頻回の検便にも拘わらず，全例共虫卵陽転
せず，最後に駆虫したが，全く排虫は見られず，更
に50隻づ〉の頻回経皮反復接触でも，駆虫の結果
排虫しなかったと報告している。私は実験的皮膚炎
を惹起せしめた後，成虫寄生を確認するため，駆虫
を実施した。 
2. !磨区虫方法
実験後 150-日目〈昭和 33年 4月 20日〉に駆虫を
実施した。前日は軽く夕食を摂り当日の朝食は絶食
し，午前8時 40分，四塩化エチレン(1球中 0.3g
26/1 ( 67日) 十 十
312 ( 。
H 
75日)
一
一 
含有)10球を服用し，更に午前 9時，四塩化エチレ
ユ/10球を服用， 2時間後〈午前 11時)，硫酸ナトリ十 十
10/2 ( H 28日〉
16/2 ( 1 88日) 
23/2 ( n 95日〉
2/3 ( H 102日) 
10/3 ( H 110日)
15/3 ( H 117日)
十
+ 
十
+ 
十
十
十 
十 
十 
+ 
十 
十 
一 
ウム(芭硝)25.0 gを服用し排便せしめ鴻便し採虫
した。なお第 2回目の駆方虫法は前回と同様である
が，四塩化エチレンは前回は 20球を使用したが， 2 
回目は 18球服用した。なお後検便は，第2回目の
駆虫完了後， 1週間， 2週間日， 3週間自の尿につ
きそれぞれ飽和食塩水浮波法 2本値及び，瓦培養2
24/3 ( H 124日〉 十 十 一
一
一
枚値で検査した。浮説法で 3回共虫卵陰性で，且つ
瓦培養で仔虫の発生を認めなかったので，完全駆虫
+ 
+ 
31/3 ( H 131日) 十 
十19/4 ( 11 149日〉
C 感染成虫数
1.まえカfき
南崎(1928)は，鈎虫感染の野外実験後 4回継続
して，駆虫を実施している。即ち，第 1回目はザピ
ニ鈎虫 11隻(合 3，♀ 8)，アメリカ鈎虫 11隻(合 
5，♀ 6)，虫種不明♀ 1隻，計 23隻排虫し，なお虫
卵陽性なるため，第 2回の駆虫を行い，合 3隻(種
別記載なし)を排虫し，なお虫卵を多数糞便中lと認
め，第 3回目の駆虫を実施し，合 1隻(種別記載な
し)を排虫す。更に第4回目の駆虫を行い，ヅピニ
鈎虫合 1隻，♀ 3隻を排虫した。即ち， 4回駆虫を 
は達せられたといってよい。 
3.成績
表 31C示す如く，駆虫当日 (20日〉の排便中K鈎
虫、 11隻排虫す。翌 21日の排便lζは虫体発見せず。
表 3 感染成
薬 |排虫種別
月 日 (四塩化エチ|アメリカ|ヅピニレン 1球中l鈎虫|鈎虫 
0.3 g合有)I合♀計|合♀計 
20/4(実験後150日〉 20球 138111000 
29/4( 1 159日〉 18球 10111000 
計
q a  Q d1i qL 
第 1号 沖山: 千葉県八日市場地方 lζ於ける鈎虫感染の場K関する知見 -55-
22日排便なし。 11隻の鈎虫を鑑別する 1[，アメリ 崎 (1928)，永井 (1956)のフイ{ルド実験では足部
カ鈎虫で，♀8隻，合 3隻であった。グピニ鈎虫の に感染せしめている。私は，鈎虫仔虫の感染部位と
排虫は見られなかった。第 2回目の駆虫を 4月 29日 して手背が必ずしも少くない事から同時に両種鈎虫
(実験後第 159日目) 1乙行い， 29日(当日〉の尿中 仔虫を手背K作用せしめた。
に鈎虫 1隻排虫す。翌 30日排便な l 5月 1日の排 虫種別については， Loss (1898)，Pieri (1905)， 
便中には虫体発見せず。排虫せる鈎虫を検査するに Tenholt (1905)， Boycott， Haldane (1905)， 
アメリカ鈎虫雌虫 1隻を確認した。第2回目の駆虫 Hermann (1905)等が人体実験を行ったが，乙れ
の時もヅピニ鈎虫は排虫しなかった。両回の駆虫の らは虫種不明である。アメ Pカ鈎虫仔虫を用いて実
結果，アメ Pカ鈎虫 12隻(合 3隻，♀ 9隻〉が排虫 l Austregessilo & De-menezes (1
ノ0 
験したのは， 9 
され，ヅピニ鈎虫は遂に両回共排虫きれなかった。 03~1904) ， Smith C. A (1904)，大場(1929)，河
合:♀は 1: 3で，寄生率は 12/117，即ち 10.2%で 西(1932)，永井(1956)等である。ヅピニ鈎虫仔
ある。 虫を作用せしめた実験では， Bruns，Liefmann & 
Muller (1905)，犬場 (1929)，永井 (1956)，吉田 
IV 考 察 (1957)，吉田(1958)等がある。プラジノL鈎虫仔虫
従来十分に検討されていない鈎虫感染の場に関し を作用せしめた実験では，大磯 (1930)の実験があ
て，感染の場で惹起する皮膚炎につき，ヅピニ及び る。横JI(1933)は，ヅピニ及びアメ Pカ両鈎虫の
アメリカ鈎虫の両種につき，夫々ヒトの左右の手背 感染仔虫を左上醇に感染せしめている。本実験のょ
に滴下作用せしめ，感染状況を検討した。 ぅ;と同一人民両種鈎虫仔虫を別々に経皮感染実験 
1. 実験方法についての者察 し，観察した例は少なし左側手背にアメ Pカ鈎虫
，人体感染実験に於いて，ヒト lと感染さすべき仔虫 仔虫，右側手背にヅピニ鈎虫仔虫と虫種別に実験を
数については，大場 (1929)は， 50隻，大磯 (1930) 行い，比較検討した。
は， 200~300 ~500 隻，河西 (1932) は， 150隻，横 a. 皮膚炎については，自覚症状として，諸実験
川 (1933)は，グピニ及びアメリカ鈎虫の感染仔虫 について，てらしみるに肉眼的安化を惹起する前に
各 10隻宛を左上醇部より感染せしめているが，採 既に自覚症状は発現している。作用後自覚症状を惹
虫方法及び計算方法の記載がないので，正確さに於 起するまでの時間は，南崎(1928)は，約 30分後に
いて疑問なしとしない。永井(1956)は， 20隻以下 癌俸を感じ，大磯(1930)は5分にして蟻走感， 15 
の少数の仔虫を作用させる際は，正確に採虫計算し 分して灼熱痛，数時間後甚だしき麿痔を訴え，河西
ているが， 30隻以上 500隻までの仔虫数は概算法を (1932)は， 感染せしめてより数分--20分後に癌産
採用している。即ち，人体感染実験K於いては，感 を感じたと報告している。叉横川(1933)は，初め
染さすべき仔虫数の正確さは極めて重要と思われる は，蟻走感，刺痛，灼熱痛あり，数時間後は，劇し
が，私は平JI(1957)の方法lとより正確容易K仔虫 い癌庫感になるとい h 永井(1956)は， 10分--20
を採虫計算し，作用仔虫数を正確に算出し得た。 分してチクチクするような感じに始まる麿俸が惹起 
2. 実験成績についての考察 し， 1--2日を頂点とし，漸次軽減するとい h 更
作用時聞については，大場(1929);永井 (1956) に永井(1956)のフィールド実験でも癌俸は 20分乃
は， 1時間作用せしめ，南崎(1928)，永井 (1956) 至 6時間後に起るといい以上の諸実験では，自覚
のフイ-;1.-ド実験でも 1時間行立作用せしめている 症状は概ね感染後数分乃至 30分して概ね出現して
いる。私の実験lζ於いては感染後 17分比して，蟻走
が，大磯(1930)は，約 1日間作用させている。河
感をもって始まり，次いで産痔あり， 20分後麿座感
西(1932)，横)l! (1933)，等の諸実験に於いては， は更に甚だしくなった。なお癌俸は 3.....4日目が最
作用時間不明である。私は上記の諸氏の実験結果と も劇甚であったが，無意識の中に掻抗した、めとの
比較対照せしめる意味から 1時間作用せしめた。 事についての断定はさけたい。自覚症状の消退は肉
感染部位については，大場(1929)は，右上障に， 限的愛化より早く消退し，南崎 (1928)は， 8日目
大磯 (1930)は，左右上障に，河西 (1932)は，右 に消退し，大場(1929)は， 1週間自に消退したと
上陣内面及び上陣.屈側1[，横川 (1933)は，左上碍 いい大磯 (1930)は， 8日目乃至2週間自に消退
1[，吉田 (1957)，吉田(1958)は，前腸内面に，南 したとい h 河西 (1932)の実験では，記載なく，
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横川 (1933)は，数日間で消退するとし，永井 (19 悪心を呈するといい，大磯 (1930)は， 3日目の韓 
56)は，早きは 5---6日，遅きは 11日に消失すると 疾中に 1隻の仔虫を証明している。蒲(1956)の自
いっている。私の実験では 8日より軽減し， 15日目 験例では， 2日目より咽喉部の底癌感，咳轍，慶声
に消退している。経皮感染実験の自覚症状は，第 1 等を来し，約2週間続いたといい，吉田(1957)は，
次の感染のみならば，約 10日前後で消退するので 若菜病を起すことは少いといい，吉田 (1958)は，
はないかと思われる。 4例中 1例lと軽度の若菜病症状を呈したことを報告
肉眼的安化については，肉眼的安化の発現は南崎 している。河西(1932)，横)1(1933)，永井(1956) 
(1928)は，小出血点を見，大場(1929)は， 1時間 の実験では，全身症状，若菜病症状の記載なく，柳
後発赤せる黍粒大の丘疹を生ずるとい h 大磯 (19 沢(1957)は5日目に咽頭異常感，咳取，培疾を訴 
30)は， 5時間後赤色斑点を発現し， 3日目が局所 えたにすまぬといっている。私の実験では， 3日目
全体腫脹，熱感あり， 5日目が最高潮であったとい に不快感，寒気を覚え， 2--3時間で消退したが，
っている。江口(1951)は，多数侵入部位は，小点 ζれは鈎虫仔虫lζよる密状か否かは俄かに断定する
状出血，次で粟粒大乃至麻仁大の紅斑，、丘疹，更に ことはできない。
小府疹，膿庖等を生じ，水腫，瞬闘を起す乙ともあ c. 排卵状況について，虫種不明の実験では，
るといっている。永井(1956)の実験では，作用後 Loss (1902)は， 実験後 53，54日で糞便中K虫卵 
20分--1時間後に赤色膨疹，紅斑を生じている。 を証明し， Pieri (1905)は， 71日， Tenholt (1905) 
私の実験では， 1時間後lζ紅斑を生じたが，南崎 は， 47日， Boycott (1905)，Haldane (1905)は， 
(1928)の実験のように小溢血点はなく，丘疹の部 50日， Hermann (1905)は， 74日，南崎 (1928)
位が，特に癌庫が劇甚であった。 ζれは，南崎(19 は， 50日， 58日で虫卵陽性になったといい， アメ 
28) も犀感は小丘疹lと於いてのみ著しいといってい リカ鈎虫仔虫の実験では， Austregessilo & De-
るのと一致している。肉眼的安化の消退は， Loss Menezes (1903 ~ 1904)は， 67日， Claude A. 
(1902)の実験では， 7日自に急速に滅退し， 12日 Smith (1904)は，-53日で虫卵陽転したといい，大
目に全く消失したとい与，南崎 (1928)は， 7日目 場 (1929)は，多数侵入したと思われるのKも拘ら
より全く減退したとい h 大磯(1930)は，全く治 ず虫卵陽転しなかったといい，河西(1932)，永井
癒するまで約 1カ月経過したとい h 大場 (1929)， (1956)の実験では，検便の記載がない。横)1(1933) 
河西 (1932)の実験では記載なく，横)1(1933)は， の両種鈎虫仔虫の実験では 62日自に両者の卵子を 
7日--10日にして消退軽快するとい h 水井(1956) 検出し，ヅピニ鈎虫仔虫の実験では， Bruns，Lie-
は， 4--5自民至り軽快消失に向い， 7....1日K至 fmann & Muller (1905)は， 46日乃至53日で虫
ってE常の皮膚に復したといっている。私の実験で 卵陽性lとなった。永井 (1956)の実験では検便の記
は 15日目より軽快， 30日自民全く消退し， JE常の 載がない。吉田 (1957)，吉田(1958)は検便せるも
皮膚に復し，自覚症状，肉眼的菱化の消退，軽快は 虫卵陽転しなかったといっている。プラジル鈎虫仔
諸実験より稿長時日を経過しているが， ζれは作用 虫の実験では，大磯(1930)は，早きは 26日，遅き
仔虫数が梢多数のためか，被実験者の皮膚過敏のた は34日で虫卵陽転したといっている。アメリカ鈎
めか，或は無意識の中に行った掻弧のためか明らか 虫仔虫での従来の諸実験では， 53日乃至 67日であ
で、ない。ヅピニ鈎虫仔虫を作用せしめた実験では， る。本実験では， 60日目の便で仔虫発生を認めてい
永井 (1956)は， 5例中 2例が自覚症状，肉眼的安 る。従って諸実験と大きな差異はないといってよい。
化共lと何等の異常も出現しなかったといい，蒲(19 d. 感染仔虫数について，南崎(1928)は，フィ
56)の自験例では，侵入寄生したが，皮麿炎は起ら ールド感染実験後4回駆虫して 31隻排虫したが，な
なかったとい h 吉田(1958)の実験では， 4例中 お雌虫 1隻残存すると見られるといっているが，フ 
1例が皮膚炎を生じなかったといっている。私の実 イ{ルド実験であるから勿論作用仔虫数は不明であ
験では，自覚症状，肉眼的安化共に何等の異常も認 るが，可なり多数の仔虫数が作用したと考えられる。
めなかった。 本実験後2回駆虫を行い，アメリカ鈎虫 12隻(合 3 
1 全身症状lとついては，南崎(1928)は， 4日 隻，♀ 9隻)を排虫し，♀:合は 3:1の比である。
目より咽頭痛，咳噺;等を訴え，気管支炎の兆候を呈 南崎 (1928)の駆虫の際iζ於ける♀:合は 18: 13 
したといい大場(1929)は， 5日目lζ胃部不快感， 即ち， 1. 4: 1である。大磯 (1930)の実験では，♀
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:合は 2:1，5: 2， 5: 6で，♀の寄生の方が多く
なっている。寄生率では，大磯(1930)は， 500隻 
を作用させ， 24隻を!駆虫した例は， 6.8%，500隻を
作用させ， 24隻を駆虫した例では， 4.8%，600隻を
作用させ， 55隻を駆虫した例では， 9.16%であつ
た。私の実験では， 117隻を侵入させ， 12隻を駆虫 
しているから，寄生率は 10.2%である。乙れらから
して皮膚内K侵入し得て成熟するのは感染仔虫数の 
一部のみであろう。 
V 結 論
集卵法で鈎虫卵陰性であり，瓦培養法で仔虫発生
を見ない成人男子 (42才)の健常なる手背1[，左側
托アメリカ鈎虫仔虫 145隻，右側lζヅピニ鈎虫仔虫 
108隻を正確に採虫滴下，作用せしめ， 1時間後該
部を充分水洗し，水洗水中の仔虫数を数え，との仔
虫数を作用仔虫数よりヲ!き，皮膚侵入したと思われ
る仔虫数は，アメリカ鈎虫仔虫 117隻，ヅピニ鈎虫
仔虫 68隻であると推定された。かくして局所の自
覚症状， 肉眼的安化，全身症状の有無について観察
し，併せて排卵状況及び感染成虫数について以下の
如き結果を得た。 
(1)アメリカ鈎虫を作用せしめた手背に於いては

自覚症状として，滴下作用後 17分にして，蟻走感，

軽度の有痛性農産あり，次第に癌津が増強し，第 4

日目が最も癌庄が甚だしかった。以降漸次軽減し，

第 15日自民は，癌、序は消退した。
 
(2)局所の肉眼的安化としては，アメリ カ鈎虫仔 
虫を作用せしめた側では，作用滴下後 1時間して， 
6x5mmの円形の紅斑を生じ，漸丸紅斑は増大し， 
第 4日目は，肉眼的安化が最も劇甚であった。以降 
漸次減退し，第 15日目は粟粒大，淡紅色の丘疹を有 
するのみとなり， その丘疹も第 22日自には，淡紅 
色の斑点化し，第 30日自には，全く正常の皮膚に 
復した。 
(3)全身症状としては，第 3日自民，不快感，悪 
寒が起ったが 2--3時間後に消失した。 
(4)ヅピニ鈎虫仔虫を作用せしめた側は，局所の 
自覚症状，肉眼的愛化共に何等の異常を認めなかっ 
た。
(5)感染後の排卵状況は， 60日目の尿で，瓦培養
の結果，アメリカ鈎虫の仔虫の発生を見，ヅピニ鈎
虫仔虫は認めず，以降の培養でも，アメリカ鈎虫仔
虫のみの発生を見た。
(6)感染成虫数については， 117隻のアメリカ鈎
虫仔虫を感染せしめ，アメりカ鈎虫 12隻(合 3隻，
♀ 9隻〉を排虫した。従って感染成虫数の感染仔虫
数民対する割合は 12:117，即ち 10.2%である。ヅ
ピニ鈎虫は排虫を見なかった。
摘筆するにあたり，終始御懇篤なる御指導を頂い
た思師柳沢利喜雄教授に深謝し，併せて種々御助言
を賜わった水野哲夫助教授に厚く感謝致します。
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